
都道府県名　　山形県

Ⅰ　産地パワーアップ計画（収益性向上タイプ）
１　成果目標

（１）生産コスト又は集出荷・加工コストの10％以上の削減
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産地生産基盤パワーアップ事業

都道府県事業実施状況報告書兼評価報告書（収益性向上対策）

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標
スマート農業推進枠

事後評価の検証方法
(※定量的な検証が
できること。)

達成率
（％）

地域協議会等の評価 都道府県の評価
現状 目標 実績

年
度

面積
評価

生産量、出荷量、 年
度

導入・定着の取組
の実施内容又は処理量 又は処理量 又は処理量

生産量、出荷量 年
度

面積 生産量、出荷量、 年
度

面積

舟形町農
業再生協

議会
14

福寿野、
富田２

水稲

①既存乾燥調製施設及び今回導入する機械を共同
利用することにより、機械経費等の削減を図る。
②肥料等の資材を一括購入に切り替えるなどして
資材費の削減を図る。
③農地中間管理事業を活用し、農地の集積に取り
組み、効率的作業体系を確立して生産コストの削
減を図る。

生産コスト
の6%以上の

削減
【6.1%
削減】

118,984円/10a

　農業資材高騰の中でも、作
業受託面積の拡大やコスト削
減により目標を達成した。
　引き続き経営安定に向け指
導していく。

舟形町農
業再生協

議会
15 紫山 水稲

①法人経営により機械経費等の削減を図る。
②肥料等の資材を一括購入に切り替えるなどして
資材費の削減を図る。
③農地中間管理事業を活用し、農地の集積に取り
組み、効率的作業体系を確立して生産コストの削
減を図る。

生産コスト
の6%以上の

削減
【6.1%
削減】

114,093円/10a 12.7

16.1 80.0

構成員全員の水稲生
産コストの合計値を
栽培面積合計で除し
た10a当たりの金額
について、R元年度
とR4年度を比較し、
6%以上削減している
か確認する。所得税
青色申告決算書（農
業所得用）、収支内
訳書（農業所得
用）、営農計画書、
農作業受委託契約書
等により生産コスト
の削減を検証する。

379.5%

　基盤整備の開始や肥料価格等の高
騰があったが、作業受託面積の拡大
やコスト削減に取り組んだため、目
標を達成することができている。
　引き続きコスト削減に取り組んで
いくよう指導していく。

13.9 84.7
111,680円

/10a
15.3 91.1

91,267円
/10a

90.1

水稲生産コストを栽
培面積で除した10a
当たりの金額につい
て、R元年度とR4年
度を比較し、6%以上
削減しているか確認
する。決算報告書、
営農計画書、農作業
受委託契約書等によ
り生産コストの削減
を検証する。

117.2%

　栽培面積の拡大が順調であり、肥
料費が高騰する状況の中において肥
料費の上昇を最小限に抑えられたこ
とが目標達成につながったと思われ
る。今後は、さらなるコスト削減に
ついて取り組むよう指導していく。

　農業資材高騰の中でも、規
模拡大やコスト削減により目
標を達成した。
　引き続き経営安定に向け指
導していく。

67.8
107,133円

/10a
15.0 80.0

105,933円
/10a

16.2

小其塚等
主食用水
稲

既存の乾燥調製施設に主食用米の精米施設(補助対
象）と冷蔵施設（補助対象外）を増設、フレコン
バッグでの集出荷への切替、直接販売米の保管の
自前化、主食用水稲の収穫後の作業の一連化、規
模拡大

集出荷・加
工コストの
10％以上の
削減（29.2%

削減）

4,879円/10a

　施設の整備により、米の集
出荷にかかるコストが目標以
上に低減されている。
　主食用水稲栽培面積も目標
以上に拡大するなど、地域の
中心経営体として順調に規模
拡大が図られている。

鶴岡市農
業振興協

議会
13 藤島 水稲

・高性能機械（トラクタ、ハロー）のリース導入
により作業効率を高めて10a当たり労働時間を削減
する
・直播面積の拡大により生産コストを削減する

生産コスト
10%以上の削

減
【10.1％削

減】

98,545円/10a 44.78

40.5 195,770

主食用水稲の加工か
ら出荷までに掛る経
費について決算書及
び総勘定元帳により
確認し、検証をす
る。また、必要に応
じ、各経費の伝票等
を確認する。

202.2%
　当該施設は順調に稼働しており、
施設建設に伴いコスト削減が図られ
た。

28.8 122,310 3,455円/10a 35.0 206,400 1,999円/10a
高畠町農
業再生協

議会
4

鶴岡市農
業振興協

議会
15 朝日 水稲

・高性能機械（コンバイン、トラクタ）のリース
導入により作業効率を高めて10a当たり労働時間を
削減する
・肥料や農薬を安価なものに切り替え、物財費を
削減する
・農地の貸借等による農地集積と規模拡大を行う

生産コスト
10%以上の削

減
【10.1％削

減】

142,938円/10a 29.22 171,726

175,800
決算報告書及び作業
日誌等の関係資料に
よる。

-38.6%

　人件費等の生産コスト削減（目標
値-2,312円/10a）は効果が見られた
が、農薬や肥料などの高騰（目標値
+4,359円/10a）により経費削減に至
らなかった。また、コスト縮減に向
けて導入している直播栽培で単収が
低下（平均518kg/10aに対し直は単
収428kg/10a）し生産量が目標値に
満たなかった。
　肥料農薬の一括購入による購入費
の削減や田植同時処理除草剤を導入
し適期処理することによる追加防除
の削減により生産コスト削減の目標
の達成をめざす。また、稲作講習会
等への参加を促し直播栽培の収量向
上を目指す。

　機械のリース導入により作
業効率が上がり、面積は目標
値を上回り、人件費は削減
（現況値-4,881円/10a）され
たが、農薬や肥料などの高騰
（現況値+3,167円/10a）によ
り生産コスト削減の目標は未
達となった。また、コスト縮
減のため導入した直播栽培で
減収しているため、生産量の
目標は未達となった。
　生産コスト削減に向けて、
ブロックローテーション実施
による復田時の施肥量削減や
田植同時処理除草剤を導入し
適期処理による追加防除の削
減、肥料農薬の一括購入によ
る購入費の削減等を指導す
る。また、収量向上に向けた
直播栽培の技術指導を徹底す
る。

281,654 R5評価

決算報告書及び作業
日誌等の関係資料に
よる。

11.2%

　肥料・農薬の高騰（目標値+2,408
円/10a）に加え、高齢化に伴う雇用
（目標値+1,989円/10a）や限られた
作業期間へ対応するための共同利用
機械の確保（本法人においては、既
存トラクター複数台で作業を行って
いたものの、その多くが老朽化のた
め能力が不足する事態に陥り、急遽
法人内の構成員よりトラクターを賃
借する必要が生じたため、トラク
ターを事業でリース導入した台数以
上に機械賃借が必要となった）及び
前年度分の賃借料を含めた２年分の
賃借料を計上したことによる賃借料
の増加（目標値+6,870円/10a。）な
どが要因でコスト縮減が目標に届か
なかった。
　肥料・農薬等資材の一括購入によ
る資材費の削減や、効率的な作業体
系を検討し機械賃借料の縮減等、目
標達成に向け更なる生産コストの削
減に努めるよう指導した。なお、賃
借料の計上については次年度から単
年度分となるため、半減する見込み
である。

　コンバイン、トラクタの
リース導入により作業効率が
高まり一定の面積拡大は図ら
れたものの、生産資材の高騰
（現況値+1,793円/10a）や燃
料の高騰（現況値+742円/10a
）や高齢化に伴う新たな雇用
（現況値+1,989円/10a）、補
助事業による機械リース導入
により削減予定だった既存機
械台数が、老朽化により作業
効率が著しく低下し想定通り
に稼働できなかったことによ
り、機械賃借の継続及び税務
処理の関係で前年度分を含め
２年分の賃借料を計上したこ
とで賃借料増加したことなど
が要因で生産コスト削減目標
未達となった。
　肥料・農薬等資材の一括購
入による資材費の削減や、効
率的な作業体系検討による機
械作業時間の縮減とともに、
老朽化した機械の賃借単価の
見直し、賃借料の計上方法の
見直しによる賃借料の削減を
指導し、生産コスト削減目標
達成を目指す。

R5評価

88,543円
/10a

45.0 272,250
102,410円

/10a
51.23

128,565円
/10a

32.8 185,648
141,322円

/10a
31.32 175,530

R5評価

R5評価

R5評価



（２）販売額又は所得額の10％以上の増加
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東根
長瀞

小田島

6.48

57.2 259,759

34.1
159千円
/10a

24.9 229.5
西川町農
業再生協
議会

1
西川町

海味、吉
川

啓翁桜
機械の導入、団地化の推進及び栽培面積の拡大によ
り、出荷量の増加、品質の向上に取り組み、販売額
の増加を図る。

舟形町農
業再生協
議会

　順調に規模拡大をして
いるが、病害の発生によ
り品質の高いねぎの栽培
が難しく、目標達成がで
きなかった。今後は栽培
研修会等の情報提供をし
ながら関係機関と連携し
て目標達成に向けて支援
していく。

はえぬ
き

9.66万
円/10a

つや姫
9.11万
円/10a

合計
9.55万
円/10a

　栽培面積は目標面積ど
おりに拡大できたが、新
植圃場の収量が少ないこ
とや、令和2～3年の大雪
による枝折れ被害のため
目標が達成できていな
い。今後、令和2年度に
新植した圃場からの収穫
が増えるため、販売額は
増える見込み。
降雪や積雪を考慮し、切
り枝収穫作業を適切な時
期に行うよう指導する。

　６～８月にかけての低
温・日照不足により、単
収が想定より低かったこ
とと（目標値に対して-
45.1kg/10a）、農地が分
散しており農地集約が進
まなかったことから、生
産量、販売額が伸びず、
販売額の目標未達となっ
た。
　健苗の育成や土壌分析
結果をもとに、バランス
のとれた土づくりや施肥
設計の見直しを行う等、
気象変動に強い稲づくり
や、除草剤の選択や散布
時期の再検討など適切な
雑草防除について指導し
単収の向上を図る。ま
た、地域計画の作成に進
め、担い手農家への農地
集積・集約を進めること
によって、生産量や販売
額を高め、目標達成を目
指す。

取組主体の販売実
績により検証す

る。
-112.5%

　令和2～3年の大雪によ
り枝折れ被害が発生し、
出荷本数が伸び悩んだ。
また、令和2年度の新植
圃場の大幅な拡大により
単収が減少している。一
方で、コロナ禍において
も個人消費などの需要を
見極め、安定した販売は
できているため、引き続
き拡大した園地を適正に
管理し、目標達成に向け
着実な取組みを継続す
る。

47.4%

　導入機械の活用によっ
て作業効率が向上し、栽
培面積及び収量を増やす
ことができたことにより
面積の目標を達成するこ
とができた。地域の単価
については、山形市の公
設市場の取引単価である
が、以前より当産地のね
ぎは評価が高く、高単価
を確保できていたとこ
ろ、令和４年産について
は天候の影響により軟腐
病が多く発生したため品
質を確保できず、単価の
下落が見られた。今後は
最上総合支庁農業技術普
及課より軟腐病を防ぐ方
法について指導を受ける
とともに、JA及び舟形町
営農相談所においても広
報や指導を徹底し、一体
となって品質の確保に努
めていく。

188 371 291 319 0.912
981千
円/10
ａ

構成員全員のね
ぎ販売額の合計
値を栽培面積合
計で除した10a
当たりの金額に
ついて、R元年
度とR4年度を比
較し、10%以上
増加しているか
確認する。
所得税青色申告
決算書、営農計
画書等により販
売額の増加を検
証する。

400
1,031千円

/10a
6.44 177 375

水稲

現状 目標 実績

年
度

面積 生産量又は  価格(販売単価)

スマート農業推進枠
地域(県又は国を含む)
の価格(販売単価)

補正係
数

価格補
正後の
実績

事後評価の検証方
法(※定量的な検
証ができるこ
と。)

達成率
（％）

導入・定着の取組
の実施内容

事業実
施前年
度

目標年度

 価格(販売単価)生産コスト 年
度

生産コスト 年
度

面積 生産量又は  価格(販売単価) 生産コスト

出荷量 出荷量 出荷量

評価
年
度

面積 生産量又は
地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標

地域協議会等の評価 都道府県の評価

173

乗用田植機、あぜ塗り機、色彩選別機、トラクター
の導入により品質や生産性の向上等を目指すととも
に、担い手への農地集積や集約化を図りながら作業
効率の向上を目指す。

販売額の
10％以上の

増加
【16.3％の

増加】

8.6万円/10a

販売額の10%
以上の増加
【15.1％の

増加】

はえぬ
き

15,407

つや姫
18,347

183千円
/10a

307 158

はえぬ
き

13,009

つや姫
18,521

はえぬき
8.16万円

/10a

つや姫
9.19万円

/10a

合計
8.36万円

/10a

はえ
ぬき
52.8
0

つや
姫

12.9
1

合計
65.7
1

はえぬ
き

259,95
4

つや姫
51,264

合計
311,21

8

はえぬ
き

9,938

つや姫
13,883

合計
10,588

11,371

合計
1,228

ﾄｳﾓﾛｺｼ
14

ﾎｳﾚﾝｿｳ
854

ｸｷﾀﾁ
47

小松菜
313

ﾚﾀｽ
0

10.0万円
/10a

83.5
433,094

11,608
東根市農
業再生協
議会

4

合計
708

ﾄｳﾓﾛｺｼ
500

ﾎｳﾚﾝｿｳ
825

ｸｷﾀﾁ
660

小松菜
406

ﾚﾀｽ
0

ﾄｳﾓﾛｺｼ
211

ﾎｳﾚﾝｿｳ
552

ｸｷﾀﾁ
271

小松菜
335

レタス
212

ﾄｳﾓﾛｺｼ
246

ﾎｳﾚﾝｿｳ
578

ｸｷﾀﾁ
327

小松菜
360

レタス
220

合計
0.18

ﾄｳﾓﾛｺ
ｼ

0.038
8

ﾎｳﾚﾝｿ
ｳ

0.119
4

くき
たち
0.019

4
小松
菜

0.019
4

ﾚﾀｽ
0.019

4

合計
1,725

ﾄｳﾓﾛｺｼ
504

ﾎｳﾚﾝｿｳ
716

ｸｷﾀﾁ
175

小松菜
155

ﾚﾀｽ
175

大江町地
域農業再
生協議会

5 三郷 施設野菜
パイプハウスを整備し、年間を通した野菜生産を行
い、販売額を向上させる。

販売額の
10％以上の

増加
【65.0%の増

加】

合計
521

ﾄｳﾓﾛｺｼ
248

ﾎｳﾚﾝｿｳ
750

ｸｷﾀﾁ
480

小松菜
480

ﾚﾀｽ
750

合計
483千円
/10a

ﾄｳﾓﾛｺｼ
18千円/10a

ﾎｳﾚﾝｿｳ
590千円
/10a

ｸｷﾀﾁ
1033千円
/10a

小松菜
676千円
/10a

ﾚﾀｽ
0千円/10a

合計
0.18

ﾄｳﾓﾛ
ｺｼ

0.03
88

ﾎｳﾚﾝ
ｿｳ

0.11
94

ｸｷﾀﾁ
0.00
3

小松
菜

0.01
88

ﾚﾀｽ
0

合計
303千円
/10a

大豆
120千円/10a

ﾎｳﾚﾝｿｳ
450千円/10a

合計
0.18

大豆
0.08

ﾎｳﾚﾝｿ
ｳ

0.1

合計
840

大豆
240

ﾎｳﾚﾝｿｳ
600

合計
650

大豆
400

ﾎｳﾚﾝｿｳ
750

合計
500千円
/10a

ﾄｳﾓﾛｺｼ
322千円/10a

ﾎｳﾚﾝｿｳ
600千円/10a

ｸｷﾀﾁ
432千円/10a

小松菜
384千円/10a

ﾚﾀｽ
405千円/10a

314 33934.1 424.9 147
142千円
/10a

R5評価
1,077千円

/10a

販売額の
10％の増加
【10.2%の増

加】

936千円
/10a

6.09 14513
舟形町
全域

ねぎ

ねぎ産地の形成の推進
① 乗用ねぎ収穫機を導入することで収穫作業の効率
化を図り、栽培規模の拡大と低コスト化を図る。
② 乗用ねぎ収穫機を導入により適期収穫を実現し、
高品室・安定供給の産地化を目指す。
③ ベストロボを導入することで、選果作業（根葉切
り、皮むき作業）の効率化に取り組み、適期出荷の
実現と低コスト化を図る。
④ 選別機を導入することで、選別作業の効率化に取
り組み、適期出荷の実現と低コスト化を図る。

67.9%

　６～８月の気象変動に
よる単収・品質の低下が
原因で目標を達成できな
かった（目標値に比べて
-45.1kg/10a）。①育苗
施設の利用を促して気象
変動に強い良質な苗を確
保するよう指導する②農
協等の講習会等に積極的
に参加するよう呼びかけ
ることにより目標の達成
を目指す。

はえぬ
き

1.184

つや姫
0.991

ﾄｳﾓﾛｺｼ
0.858

ﾎｳﾚﾝｿｳ
0.955

ｸｷﾀﾁ
0.829

小松菜
0.931

レタス
0.964

合計
457千
円/10a

ﾄｳﾓﾛｺｼ
15千円
/10a

ﾎｳﾚﾝｿｳ
564千
円/10a

ｸｷﾀﾁ
867千
円/10a

小松菜
628千
円/10a

ﾚﾀｽ
0千円
/10a

申告書及び出荷精
算代金内訳書等に
より検証する。

78.2

　作物全体の作付面積、
販売単価は目標値を上
回ったが、育苗期間を終
えてからの野菜栽培に必
要な土づくりに時間を要
したこと、小松菜やほう
れん草栽培に注力したこ
とにより、レタス栽培や
クキタチの栽培面積拡大
に取り組むことができな
かった。出荷量や総販売
額も減少したため、目標
達成に至らなかった。今
後はスケジュール管理を
徹底するとともに、良品
質出荷を継続し、販売額
の向上を目指していく。

　小松菜、ほうれんそう
と作業開始時期が重な
り、レタスの栽培やクチ
タチの栽培面積拡大に取
り組めなかったため、出
荷量が減少し、目標達成
できなかった。
　今後は、トウモロコシ
を作付けしない2棟のハ
ウスで作付けする品目の
準備を確実に行えるよう
に、ハウスの利用計画や
作業スケジュールの見直
しを指導する。

R5評価

決算報告又は申告
時に用いる各種書
類の積算により算

出する。

0.926
132千円
/10ａ

R5評価

R5評価



単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

現状 目標 実績

年
度

面積 生産量又は  価格(販売単価)

スマート農業推進枠
地域(県又は国を含む)
の価格(販売単価)

補正係
数

価格補
正後の
実績

事後評価の検証方
法(※定量的な検
証ができるこ
と。)

達成率
（％）

導入・定着の取組
の実施内容

事業実
施前年
度

目標年度

 価格(販売単価)生産コスト 年
度

生産コスト 年
度

面積 生産量又は  価格(販売単価) 生産コスト

出荷量 出荷量 出荷量

評価
年
度

面積 生産量又は
地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標

地域協議会等の評価 都道府県の評価

R1 ha kg
円
/
㎏

R4 ha kg
円
/
㎏

R4 ha kg
円
/
kg

円
/
kg

円
/
kg

R1 ha kg
円
/
㎏

R4 ha kg
円
/
㎏

R4
h
a

k
g

円
/
㎏

円 円

H
29

ha kg
円
/
㎏

R4 ha kg
円
/
㎏

R4
h
a

k
g

円
円
/
㎏

円
/
㎏

R1 ha t
円
/
㎏

R4 ha t
円
/
㎏

R4
h
a

ｔ 円
円
/k
g

円
/k
g

長井市農
業再生協
議会

3
長井市全

域
えだまめ

①大型機械を導入し圃場あたりの作業時間を減らし
適期収穫を目指す。
②おきたま園芸ステーションと協力し高品質・安定
出荷を目指す。
③早生品種から晩成品種まで作付けすることにより
チェーン出荷体制の確立を目指す。

販売額10％
以上の増加
【33.9％増

加】

180千円/10a 17.17 71,524

0.862
21,395
,163円

もがみ中央農協出
荷分の販売額実績
により検証確認す
る。

-45.6%

　産地として高齢化が進
んでおり農作業自体の負
担が増加していること、
新規就農で取組む予定
だった農業者が土壌診断
の結果を受けて別の品目
に取り組むことになった
こと、重点振興作物に指
定し産地として支援した
ものの作付面積が減少し
たことにより、目標達成
には至らなかった。販売
額は順調に伸びているた
め、品目毎の繁閑期の差
を利用して産地間で協力
しながら品質の向上を行
うとともに、引き続き新
規栽培者の確保による面
積拡大を目指し、販売額
の増加に努めていく。

　計画時には新規に栽培
に取り組む予定だった農
業者が土壌診断の結果を
基に別品目を栽培するこ
とになり、新たな農業者
を確保することができず
目標が達成できていな
い。また、産地の高齢化
が進む中、品目が異なる
産地同士でそれぞれの繁
忙期に相互に協力するこ
とにより、各品目の繁忙
期の労働力不足という課
題が多少改善されたが、
それでも目標どおりの規
模拡大は難しく、目標達
成には至らなかった。農
業者同士で意見交換がで
きる場や栽培研修会につ
いて周知をして栽培技術
向上のための支援をして
いくとともに、高齢化が
進んでいるため新規栽培
者確保についても支援し
ていく。

20,875 1,189

-172.1%

　前年よりも作付け面積
が微減し、出荷量は半分
程度に留まった。令和４
年８月３日の豪雨による
冠水被害により、単収が
落ちたことが大きく影響
した。適期収穫・排水対
策による品質維持ととも
に、災害への対策・対応
も適宜行い、出荷量の増
加に繫げる。また、価格
の高い時期に出荷できる
品種の導入や栽培体制を
整え、販売額を向上させ
るよう指導していく。

　8月の豪雨によって冠
水の被害を受けた圃場も
あったため出荷量が大き
く減少し、単収も減少し
てしまった。面積につい
ては目標に達しているた
め、今後は高品質で安定
的な生産に向け、災害へ
の対応も含めた適切な栽
培管理を徹底するととも
に、出荷時期の調整によ
り高単価での販売を目指
すよう指導していく。

5.57
23,141,000

円
5.53 18,221 1,270

26,970,000
円

241千円/10a

1101 12786.73 26,970 1,000
24,823,898

円

613 571 1.074
75千円
/10a

JA出荷による販
売精算書で確認

する。
70千円/10a 21.1 28,151 525433 17.17 68,680 602

川西町農
業再生協
議会

8

小松
犬川
大塚
中郡
玉庭
吉島

えだまめ

①えだまめ収穫機（トラクターアタッチメント方
式）・トラクターの導入による適期収穫と規模拡大
②播種機・ブロードキャスターの導入による播種・
肥料散布作業の効率化と規模拡大
③品種構成を見直し収穫期間を分散する事による規
模拡大
④全農山形の共選施設を活用した選別・出荷による
品質の高位平準化

販売額の
10％以上の

増加
【94.5％増

加】

83,947円
/10a

45.0 80,065

飯豊町
萩生

露地野菜
（ブロッ
コリー）

①省力的な生産体系として野菜定植機を導入するこ
とにより出荷量を増加させる。
②集荷量増加、出荷に要する時間を短縮するため販
売額の増加分を雇用費に充て労働力を確保してい
く。
③ブロックローテーションにより、連作障害の回避
をはかる。
④高品質・安定生産のため、栽培技術の高位平準化
を目指す。

販売額の10%
以上の増加
（14.4％の

増加）

640 571 1.121
89,189
円/10ａ

ＪＡおきたまの
共販明細で確認

する。

79,499円
/10a

78.0 164,611

239千円/10a

163,317円
/10a

95 287,850 539 377472

-150.0%

　機械導入により、作付
面積は当初の約2.8倍、
販売額も約2.3倍増えて
おり、現在ではブロッコ
リーが実施主体の主要作
付品目となっているた
め、機械導入による事業
効果は充分果たしている
と評価する。
　一方で成果目標につい
ては、令和４年８月３日
の大雨によるほ場冠水の
影響により単収の低下が
みられたたため、面積あ
たりの販売額の目標を達
成できなかったことか
ら、次年度以降は西置賜
農業技術普及課と連携し
ながら、圃場内明渠によ
る排水対策や病害虫防除
等、気象災害へ対応でき
る対策を徹底し廃棄ロス
を削減するほか、葉面へ
の液肥散布による生育促
進等の営農指導を行い単
収増加による目標達成を
目指す。

　作付面積・全体販売額
ともに現状値より大幅に
増加しており、機械導入
による効果が確認でき
る。一方で、豪雨災害に
よる影響もあり、面積あ
たりの販売額は増加に
至っていない。今後は成
果目標の達成に向け、関
係機関と連携して適切な
栽培管理を行うことで、
面積あたりの販売額向上
に向け取り組むよう指導
した。

13.8

　令和4年8月の豪雨でほ
場が冠水し、莢の汚染や
枯死が発生したため、出
荷品の品質低下・出荷量
の減少がみられ、販売単
価及び販売額が低くなっ
た。また、コロナ禍にお
ける需要と価格の下落か
ら回復しきれていないこ
とも目標未達成の一因と
なっている。
　今後、早生品種と晩生
品種を計画的に栽培し、
他生産地からの市場出荷
が少ない時期に市場に出
荷することで、販売単価
の向上及び販売額の増加
を図っていく。
　さらに、トラクターや
既存農機具を活用しなが
ら排水対策を徹底し、収
量を確保することで目標
達成につなげる。

　8月の豪雨災害の影響
が大きかった地域であ
り、品質低下や出荷量の
減少が著しく、高単価に
もつながらなかったた
め、販売額が伸びずに目
標未達となった。また、
面積についても目標には
達しなかったものの、拡
大を続けており、機械導
入による効果が現れてい
る。今後も導入機械を効
率的に活用し、更なる面
積拡大を図りながら、収
量確保に向け栽培管理の
徹底や気象災害への対策
を講じ、さらに高単価で
の販売に向け品種構成を
見直すなど、目標達成に
向けて取り組むよう支援
していく。

270 2862.2 14.7 357
173千円
/10a

4.1

6.6%

飯豊町農
業振興協
議会

4 515 0.944
164千
円/10a

①営農計画書及
び現地確認によ
り栽培面積の確

認を行う。
②出荷契約書、
売上伝票により
販売額の増加率
を検証する。

209千円/10a 1.48 8.8 354

鮭川村農
業再生協
議会

4
鮭川村
戸沢村

アスパラ
ガス

アスパラガスの作付面積を拡大するとともに、ク
ローラスプレーヤ、予冷庫の導入により作業の省
力・効率化、高品質安定出荷を目指すことで、総販
売額の向上を図る。

総販売額10%
以上の増加
【16.5%の増

加】

R5評価

R5評価

R5評価

R5評価



単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

現状 目標 実績

年
度

面積 生産量又は  価格(販売単価)

スマート農業推進枠
地域(県又は国を含む)
の価格(販売単価)

補正係
数

価格補
正後の
実績

事後評価の検証方
法(※定量的な検
証ができるこ
と。)

達成率
（％）

導入・定着の取組
の実施内容

事業実
施前年
度

目標年度

 価格(販売単価)生産コスト 年
度

生産コスト 年
度

面積 生産量又は  価格(販売単価) 生産コスト

出荷量 出荷量 出荷量

評価
年
度

面積 生産量又は
地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標

地域協議会等の評価 都道府県の評価

R1 ha kg
円
/
㎏

R4 ha kg
円
/
㎏

R4 ha kg
円
/
㎏

円 円

H
29

ha kg
円
/
㎏

R4 ha kg
円
/
㎏

R4 ha kg
円
/
㎏

円 円

鶴岡市農
業振興協
議会

16
櫛引

下山添
きゅうり

・集出荷施設及びパイプハウスの整備により作付面積の
拡大を図る。
・養液土耕栽培システム等の導入により収穫量の増加や
品質の向上を図る。
・高品質産地としての信頼確立を目指す。

総販売額の
10％以上の増

加
【153.0％の

増加】

37,484
千円

1.78 136,816

酒田市農
業再生協
議会

11 広野 ねぎ
農業機械導入による生産量の増加と、安定的な生産
体制の確立

販売額の
10％以上の

増加
【123.9%の

増加】

331千円/10a 9.4
ねぎ

125,816

0.978
42,475
千円

ＪＡ精算通知書等
による販売額の検
証を行う。

8.7%

　当初の計画では、側枝
を誘因する線を1本張る
従来の栽培方法と養液土
耕栽培システムの組み合
わせで収穫の回転数を上
げ、目標収量を達成でき
る見込みであったが、
きゅうり団地内で害虫で
あるアブラムシが発生
し、想定より収量が伸び
なかった。
　今後は、きゅうり団地
の一斉防除や県農業技術
普及課等と連携した巡回
指導を行うとともに、側
枝の誘引線を3本とする
ことで受光態勢を改善す
るなど、適切な栽培管理
に取り組み、収量の増加
を目指す。

　害虫であるアブラムシ
の発生により収量が伸び
なかったため、一斉防除
の実施を支援するととも
に、地域協議会等と連携
して適切な栽培方法及び
栽培管理を指導すること
により目標達成を図る。

172,343 252 219 224

ねぎ
247

306

2.512.67 344,858

741千円
/10ａ

11.9
ねぎ

360,000
ねぎ
245

32.0%

　令和３年度までは計画
とおり10ha以上の面積で
栽培していたものの、主
力生産者の体調不良及び
降雹被害により栽培面
積・収穫量が減少し目標
に達しなかった。
　県酒田農業技術普及課
等と連携しながら研修会
を開催し、栽培技術の向
上を図るとともに新たに
主力生産者となり得る人
材の発掘・育成を行い、
労働力の確保及び面積の
拡大を図り、ひいては収
量・販売価格の向上を目
指す。

　主力生産者の体調不良
及び降雹被害により栽培
面積・収穫量が減少し目
標に達しなかった。
　関係機関と連携して適
切な栽培管理の指導を
行っていくとともに、新
たな主力生産者の発掘・
育成等に向けた研修会の
開催や、県の補助事業に
よる機械導入等の支援を
行っていく。

328 319 1.028
462千円
/10ａ

販売伝票の突合に
よる販売額の検証

を行う。

449千円
/10ａ

4.27
ねぎ

62,653
R5評価

275
43,426
千円

274
94,836
千円

R5評価



（３）契約栽培の割合の10％以上の増加かつ50％以上とすること

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

R1 ha ｔ t R4 ha ｔ t R4 ha t t

事後評価の検証方法
(※定量的な検証が
できること。)

達成率
（％）

地域協議会等の評価

現状 目標 実績

年
度

面積 年
度

面積 総生産量又は 契約取引量

総出荷量 総出荷量 総出荷量

総生産量又は 契約取引量 年
度

面積 総生産量又は 契約取引量

大江町地
域農業再
生協議会

6
本郷、荻
野、小見

水稲
高性能コンバインのリース導入で適期刈取りができる
収穫体制を組み、品質の安定化で契約栽培の拡大を図
る。

契約栽培の割
合の10%以上

の増加かつ
50%以上

【50.0％の
増加】

契約栽培の
割合
0%

53.1 308.7 0.0
契約栽培の
割合50.0％

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標

都道府県の評価

172.70
契約書、出荷帳票
で検証する。

109.2%

　作付面積は目標値に届い
ていないものの、出荷量お
よび契約率は目標値を達成
している。実施主体は独自
に乾燥機を更新したり、集
出荷施設の建設に着手する
など、今後も営農規模を拡
大する予定であり、面積目
標についても今後数年の間
に達成すると見込まれる。

R5評価

評価

　契約栽培面積を拡大し、
目標値を達成している。
　目標面積は未達成である
ため、作付面積拡大に向け
て指導した。

53.1 308.7 154.4
契約栽培の

割合
54.6%

52.1 316.2



（４）需要減が見込まれる品目・品種から需要が見込まれる品目・品種への転換率100％

単
位

単
位

単
位

ha ha ha

面積
事後評価の検証方
法(※定量的な検証
ができること。)

成果目標

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

現状 目標 実績

年
度

面積 年
度

面積 年
度

達成率
（％）

地域協議会等の評価 都道府県の評価 備考

該当なし



（５）農産物輸出の取組（直近年の輸出実績がある場合の輸出向け出荷量又は出荷額の10％以上の増加、新規の取組の場合又は直近年の輸出実績がない場合の総出荷額に占める輸出向け出荷額の割合５％以上又は輸出向け年間出荷量10トン以上）

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

備考
現状 目標 実績

年度 面積 輸出向出荷量

事後評価の検証方法
(※定量的な検証が
できること。)

達成率
（％）

地域協議会等の評価 都道府県の評価総出荷量又は輸出向出荷量

総出荷額 又は出荷額 総出荷額 又は出荷額 総出荷額

成果目標

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容 総出荷量又は輸出向出荷量 年度 面積 総出荷量又は

又は出荷額

備考年
度

面積

該当なし



（６）労働生産性の10％以上の向上
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4,080円/h 33.6 -207.1

　トラクターのリース導入により、耕
起整地作業時間の短縮（目標値-0.58h
/10a）等で単位面積当たりの労働時間
の短縮（目標値-3.41h/10a）が図られ
たものの、収量の低下（目標値-125.9
kg/10a）と品質低下による単価の大幅
な低下（目標値-4,296円/60kg）によ
り、目標を達成することができなかっ
た。
　雑草害による収量・品質の低下が著
しいため、今後、除草剤の散布時期・
方法等を含めた栽培技術について指導
を行っていく。

　高性能機械のリース導入等で労
働時間が削減（現況値-4.99h/10
a）されているものの、雑草防除
失敗による著しい収量・品質の低
下により販売額が減少（現況値-
51,472円/10a）し、労働生産性向
上の目標未達となった。
　今後、より効率的な作業体系を
検討して労働時間の削減について
指導するとともに、雑草防除を含
めた栽培技術の指導を徹底し収
量・品質の向上させ、労働生産性
向上の目標達成を目指す。

124,899 7,546 3,850 15,716 13,861 1.134
4,627円
/時間

作業日報等によ
り作業時間の検
証を行う。

338 6.18

水稲
261

大豆
148

水稲
231

大豆
162

水稲
1.130

大豆
0.914

23,348
円/h

決算報告書、税
務申告における
収支内訳書及び
作業日誌等の関
係資料による。

真室川
町農業
再生協
議会

10 八敷代 水稲

①高性能機械を導入し、作
業効率を高めることで労働
時間を削減する。
②水稲の生産圃場の団地化
を図り作業効率を高める。
③作業体系を見直し、作業
効率を高めることで労働時
間を削減する。

労働生産性
10%以上の

向上
【10.5％】

5,911円
/ｈ

34.0 169,200 11,842 5,650
6,531円

/ｈ
34.0 169,200 11,842 5,113

8.01
15,996円/

ｈ
83.71 299,441 288 7.17 21,726円/h 84.08 290,856

鶴岡市
農業振
興協議

会

14 鶴岡
水稲
大豆

・新型トラクタ等の高性能
機械のリース導入により、
作業効率の向上を図る。
・特定農作業受委託等によ
る生産規模拡大と農地集約
を行うと共に、畦畔除去に
より作業効率の向上を図
る。

労働生産性
の10%以上
の向上

【10.2％向
上】

14,521円/
ｈ

73.62 257,230

地域協議会等の評価 都道府県の評価 備考
現状 目標 実績

年
度

面積 生産量又は  価格(販売単価)

スマート農業推進枠
地域(県又は国を含む)
の価格(販売単価)

補正係数
価格補正
後の実績

事後評価の検証方
法(※定量的な検
証ができるこ
と。)

達成率
（％）

導入・定着の取組
の実施内容

事業実施
前年度

目標年度

 価格(販売単価) 労働時間 年
度

労働時間 年
度

面積 生産量又は  価格(販売単価) 労働時間

出荷量 出荷量 出荷量

東根市
農業再
生協議

会

5 小田島 水稲

①高性能な無人ヘリを導入
し適期防除で病害虫の被害
を軽減して、品質と販売額
の向上を目指す。
　②育苗施設の利用や直播
の増加、刈取りの共同化
等、作業効率の向上を目指
す取り組みを進め、労働生
産性の10％以上の増加を目
指す。

労働生産性
の10％以上

の向上
【10.1％向

上】

5,185円 /
h

年
度

面積 生産量又は
地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標

　無人ヘリを導入することにより、防
除に関する労働時間は概ね目標達成に
近い数値になっている。
　ただ、育苗の労働時間が目標未達
だったことが原因で全体の目標を達成
できなかった（育苗に関する労働時間
は0.13時間/10a増加）。
　このことは、農地の集約化により自
前施設で育苗を行っている大規模農家
の面積が増えていることが原因であ
る。
　このことから①育苗施設を利用する
ことで気象変動に強い良質な苗を手に
入れやすくなることを積極的にＰＲす
る②代替わりのタイミングで育苗施設
利用をＰＲすることで育苗に関する労
働時間の削減を図る。

　６月上旬低温・日照不足、及び
７～８月にかけての日照不足によ
り、単収が想定通り向上せず（目
標値に対して-4kg/10a）生産量が
伸びなかったことと、ドローンを
導入し防除時間は削減できた（現
況値に対して-0.06h/10a）もの
の、生産者の高齢化で自前で育苗
している大規模農家に農地集約が
進んだことにより共同育苗施設の
利用が減り、育苗時間が想定より
減少しなかった（目標値に対して
+1.07h/10a）ため、時間当たりの
労働生産性の目標値が未達となっ
た。
　育苗施設の利用を促して良質な
苗を確保し、気象変動に強い稲づ
くりを指導することにより単収の
向上を目指すとともに、育苗に係
る労働時間を削減し目標値達成を
目指す。

スマート
農業推進

枠
178 29,064 15,407 13,009 1.184 R5評価

大江町
地域農
業再生
協議会

5 三郷 水稲
パイプハウスで共同育苗を
行い、労働生産性を向上さ
せる。

労働生産性
の10％以上

の向上
【11.3%の
向上】

5,359円
/h

販売額は確定申
告書、労働時間
は作業日誌の積
算で検証する。

33.1%775 213 29,450 4,526円/ｈ 120 739.2120.0 738 210 30,756
5,710円 /

h
125.0

15,716 13,86114.3 66,240 210 2,277 3,407円/時 6.98
5,487円

/ｈ
14.3 66,240 210 2,535

6,109円
/ｈ

施設野菜
の販売額
の目標と
セット

1.134
3,864円

/時

作業日誌及び乾
燥調製施設利用
実績により生産
量を確認する。

-260.9%

　公共工事により作業効率の高いほ場
が使用不可となったことに伴い全体の
作業効率が低下したことに加え、計画
参加者４名のうち１名のコンバインの
不具合で大幅に収穫作業時間が増大し
たことで、単位面積あたりの作業時間
が上昇（目標値+11.8h/10a）し、労働
生産性が低下した。
　公共工事が完了し、令和５年度から
作付け面積は従前並みになる予定であ
るため、作業条件の良い圃場を活用す
るとともに作業体系を検討し、より作
業効率を高め目標達成に向け取り組ん
でいく。

　導入したパイプハウスで共同育
苗を行い育苗時の作業時間削減に
努めているものの、公共工事によ
り農地が分散し、圃場作業の作業
効率が低下したことに加え、一部
の機械の不具合により作業時間が
増加した結果、単位面積あたりの
労働時間が上昇（現況値+1.8h/10
a）し、労働生産性向上の目標未
達となった。
　令和４年度で公共工事が完了し
たため、令和５年度から作付面積
は回復する予定である。取組全体
として作業条件の良い圃場を効率
的に活用するなど作業体系を検討
しより作業効率を高め単位面積あ
たりの労働時間を削減するととも
に、単位面積あたりの収量や品質
を向上させ販売収入を向上させる
ことによって、目標達成できるよ
う指導していく。

36,030 183 1,935

真室川
町農業
再生協
議会

12 春木 水稲

①ドローンを導入し、適期
防除を行う。
②水稲の生産圃場の団地化
を図り作業効率を高める。
③ドローンを導入し、作業
効率を高め労働時間を削減
する。

労働生産性
10%以上の

向上
【10.1％】

15,716 13,86127.5 143,022 13,916 3,877 4,220円/ｈ 19.77,773円/ｈ 22.7 118,200 13,916 3,527 8,556円/ｈ

592円/ｈ 18.8 9,405 3,825

真室川
町農業
再生協
議会

13 釜渕 大豆

①大豆の生産圃場の団地化
を図り作業効率を高める。
②高性能機械を導入し、作
業効率を高め労働時間を削
減する。

労働生産性
10%以上の

向上
【11.1％の

向上】

533円/ｈ 17.2 8,550

1.134
4,785円

/ｈ

作業日報等によ
り作業時間の検
証を行う。

-381.6%

　ドローンの導入により防除等の作業
時間短縮（現況値-0.02h/10a）が図ら
れているものの、基盤整備を実施した
8haについてR4春の受渡しが遅れ、適
期を過ぎての田植となった。石が多く
ストーンクラッシャーを使った後山土
を持ってきてほ場整備を行ったが、ほ
場の土壌状態が悪く、イネの根が深く
張れず、日照不足や高温の影響もあ
り、収量は令和元年の現状値520㎏/10
aから450㎏/10aと低下し、品質も低下
したため単価も13,916円/60㎏から
8,739円/60㎏と低下し、目標達成に至
らなかった。
　今後は適期の田植を行うとともに、
ほ場の状況に合わせ、肥料・堆肥等の
散布を行うなど、土づくりによる土壌
の物理性の改善や、地力の向上を図
り、気象変動等に強い稲づくりを進め
ていく。
　また、適宜農業技術普及課からの助
言を受ける等、関係機関と連携しなが
ら、協議会として土壌改善方法等につ
いて指導・支援を行っていく。

　ドローン導入により防除作業時
間はやや削減（現況値-0.02h/10
a）されたものの、基盤整備事業
直後の圃場での収量・品質の低下
（現況値-70kg/10a）により販売
額が大幅に低下（現況値-55,290/
10a）し、労働生産性向上の目標
未達となった。
　今後、土壌診断等を実施し、土
づくり肥料や堆肥等土壌改善方法
について指導を行うとともに、適
期作業を基本とした栽培技術指導
を実施し収量・品質の向上を図
る。また、作業体系の見直しを指
導し労働時間の更なる削減を図
り、労働生産性向上の目標達成を
目指す。

88,564 8,739 3,057

533.9%
　機械導入による作業効率の向上及び
大豆生産量増により目標を達成してい
る。

　機械導入による作業効率の向上
及び大豆生産量増により目標を達
成している。
今後も経営安定に向けて指導して
いく。

南陽市
農業振
興協議

会

5
梨郷地

区
水稲

高性能農業機械（５条刈り
コンバイン）の導入、高付
加価値型農業による規模拡
大

労働生産性
の６％以上

の向上
（6.0％向

上）

10,346 9,474 1.092 848円/h
作業日報等によ
り作業時間の検
証を行う。

1,013 777円/h 18.8 12,930 3,734 1,0363,819 1,021

4,656円
/h

税申告における
収支計算書及び
作業日報等によ
り検証を行う。

109.1%

　令和4年8月の大雨被害による収穫量
の減少や米価下落等の影響を受け販売
金額が減少したものの、高性能なコン
バイン導入による労働時間の削減効果
が十分あった。今後とも関係機関と連
携しながらさらなる成果向上に向けて
支援していく。

　大雨被害による減収や米価下落
の影響を受け販売額が減少したも
のの、導入機械活用による労働時
間の削減効果があり目標を達成し
た。
　今後も収量確保や効率的な作業
体系について指導していく。

57,660 11,297 2,644 15,716 13,861

598.4%
　経営規模の拡大に伴う作業効率化に
よって、労働生産性を向上させること
ができており、目標を達成した。

　機械のリース導入により作業効
率が向上して規模拡大と労働生産
性の目標を達成している。今後
も、機械の導入効果を維持できる
ように指導していく。

R5評価

20.0 66,500 15,045 3,600 4,106円/h 20.24,369円/ｈ 19.2 63,660 15,017 3,647 4,632円/ｈ

284

1.134

評価

R5評価

R5評価

R5評価

R5評価

R5評価



（７）農業支援サービス事業体の利用割合の10％以上の増加かつ50％以上とすること
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都道府県
平均達成

率
42.8%

総合
所見

対象地区23件のうち未達成は16件で、野菜、水稲等を対象とし、コスト削減、販売額増加または労働生産性向上を目標とする計画において未達成がみられた。
水稲においては、米価の下落、資材価格の上昇、面積拡大が計画を下回る等の要因により、目標とするコスト低減、販売額増加または労働生産性向上を達成できない計画があった。収量向上や販売先の確
保、効果的な防除や圃場集積によるコスト低減の取り組み等を徹底するよう指導していく。
野菜においては、令和4年6月の高温や8月の豪雨の影響による生産量減等の影響により販売額が伸びない計画があった。気象災害対策や生産量のさらなる拡大などを指導していく。
その他の品目では、コロナ禍による需要が減少が未達成の要因となっていた。今後の需要増を見込み、安定生産や面積拡大に向け指導していく。

年
度

面積 経営体数 利用経営体数 年
度 導入・定着の取組の

実施内容又は利用面積

経営体数 利用経営体数

又は利用面積

年
度

面積

又は利用面積

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容
目標の実現

可能性
都道府県の評価 備考

成果目標
スマート農業推進枠

現状 目標 実績

年
度

面積 経営体数 利用経営体数

事後評価の検証方法
(※定量的な検証が
できること。)

達成率
（％）

地域協議会等の評価

該当なし


